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英国のコネクト＆マネージとはどのような仕組みか？ 

 

岡田 健司 

日本では、再生可能エネ電源の導入の拡大に伴い系統の空き容量が減少している地域が

ある。空き容量が無く、新規再生可能エネ電源の系統接続を先着順に受入れできない場合

は、系統を増強し追加的に受け入れる。その際、系統増強には多額な費用と時間を要する

ため、既存系統の最大活用の観点から、現在、平常時に混雑が発生する系統で設備を増強

せず、新たに電源接続を希望する事業者と合意の上、送電混雑等の系統制約逸脱時の出力

抑制を条件に接続を認めることが検討されている。 

一方、英国でも、再生可能エネ電源の導入を促進する中、系統側に少しでも電源を受け

入れる余地があれば系統接続したいという発電事業者の要望に対し、一定の条件付きで発

電設備の接続を認める制度（コネクト＆マネージ（Ｃｏｎｎｅｃｔ＆Ｍａｎａｇｅ：Ｃ＆

Ｍ）制度）が２０１１年より本格的に実施されている。 

本稿では、日本ではあまり知られていない、欧州で先行する早期電源接続方策への理解

を深めるために、英国のＣ＆Ｍ制度を例に、その特徴について整理する。 

【英国のコネクト＆マネージ制度】 

 英国のＣ＆Ｍ制度は、広域送電系統全体のセキュリティ等の維持に不可欠な信頼度基準

を満たすために計画された増強が完了するまでの間、新規発電設備の早期系統接続を認め

るというものである。ただし、新規発電設備に最も近い広域送電系統の接続点までのロー

カル系統の設備増強が完了していることが制度適用の前提とされる。 

本制度の本格実施以降、２０１５年５月末までに１、７６９ＭＷの再生可能エネ電源が

早期に系統接続し、これは２０１５年末の総発電設備容量の約２％に相当する。ただし、

Ｃ＆Ｍ制度を利用し早期系統接続した電源（Ｃ＆Ｍ電源）の約９割を洋上・陸上風力電源

が占め、火力電源は含まれていない。 

【早期系統接続による系統制約逸脱解消の仕組みと実際】 

英国では、需要変動や電源の運転状況により発生する電圧逸脱、電力潮流の送電容量オ

ーバー等の系統制約逸脱は、系統運用者であるＮＧＣが行う需給調整メカニズムの一種で

ある系統制約管理サービス（Ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｅｒｖ

ｉｃｅｓ）により解消される。同サービス提供に伴う火力電源やＣ＆Ｍ電源を含む風力電

源などの発電調整の費用は系統利用者全体で負担する。 

Ｃ＆Ｍ電源の受入の代償として、信頼度基準を満たせず系統制約逸脱が発生する可能性

は高くなる。英国ではＣ＆Ｍ電源の増加に伴い系統制約管理サービス費用は増加してい

る。ＮＧＣにより２０１４年度のＣ＆Ｍ電源の出力に起因する調整費用は、約１００億ポ

ンドと推定され、需給調整メカニズムの総費用の約１３％を占める。 

【新規電源導入メリットとコスト負担のバランスを】 

増強計画完了後、系統制約逸脱の発生頻度が低下し、調整費用も減少する。ただし、英
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国の制度では、系統利用者は、広域送電系統の信頼度基準を満たすために必要な増強費用

に加え、一定期間であるにせよ、この調整費用も負担しなければならない。 

日本で検討されている「日本版Ｃ＆Ｍ」、すなわち送電系統を増強せず新規電源の接続

を認め、新規電源接続後に生じる送電混雑解消のための調整費用の負担を系統利用者に求

める際には、新規電源を受け入れることによるメリットが負担に見合うことの確認が重要

である。 
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図 英国におけるコネクト＆マネージ電源の出力に起因する系統制約管理サービス費用（推定値）の推移

 


